Academic Learner ニ アタエル ショキ ダンカイ ノ エイゴ キョウイク ノ アリカタ シハンサレテイル ジドウ エイゴ キョウイク テキスト ヒハン ニ リッキャクシテ ケンキュウ ホウコク ト テイゲン by 濱野 成生 et al.
Academic Learner に与える初期段階の英語教育のあり方 77
Studies in English and American Literature, No. 42, March 2007











































































































学校でも、せいぜい working holiday で来日した英語圏の青年と、英語教
育に関心を示す日本人教師とが team teaching をして、月に数度、英語授
業を行っているにすぎない。それも正課として段階別に教育効果を積み上
げる目標をもち、それにふさわしいシステムを構築させているわけではな
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い。たいていの場合、英語教育に熱心な教師が英語の雰囲気に浸れる喜び
を児童に味あわせる程度にすぎない。したがって小学時代に、英語を、将



















































解な印象だけがどの文にもつきまとう。例えば、What’s this? や Who is
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this? といった短文である。ここにある ’s や is を ‘です’ などと説明し




日本人の初学者にはきわめて不可解な is, am, are, was, were という be
動詞の形態変化と、be 動詞そのもののもつ、文中における存在意義につ
いて、たいていのテキストは、なんら説明的配慮をしていないし、習熟し
て理解させるための pattern practice もやらせていない。だから学習者に
は、この be 動詞の存在意義を解せぬまま、主語と主格補語の関係につい
て、漠然と学ぶことになる。また補語と目的語の相違も判然としないまま、
進行することとなる。しかも He’s not や I’m not のように、is や am が





ないのであろう。したがって、用法の説明や pattern practice の欠落した
テキストは、結果的に悪書となって、いたずらに児童を、‘英語とは、むず
かしいもの’ という印象を与えるのみである。
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たような、けばけばしい色彩の絵画と共に掲載させている。その例をいく
つか挙げれば、Whatever you do, don’t open the door. のように、譲歩節
が命令文の中に入った複文や、“Because you were honest, I shall give you





































hospital, flower shop, bakery, bank など、イラストの描きやすい名詞群の






































期待することはむずかしい。すなわち、What color do you like? I like
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までには至ることはむずかしい。
5. CD を付ければ、児童が自学自習をするだろうと期待する傾向














このような状況のなかで、“The Golden Ax and the Silver Ax”, “The






























































これを英語に置き換えれば、broadcast, shrine, library, road, protagonist,





































初 段 階: 幼稚園にて。身近な単語 50個とアルファベット。黒板に書け
る程度。英語の歌 5 曲。園内の道しるべを英語で。英語をつ
かってお遊戯。テキストとドリルは並行させて、JWU English
1。歌の CD と朗読の CD。英語の時間は毎日 10分。ペンマ
ンシップの導入と徹底。声だし書き取り学習 + Q&A 方式自問
自答 + pattern practice の導入。これは “3点セット” として
呼んで、高校まで一貫して持続させる。













る。小 3レベルで、do, does をもちいる。小 6では、did を
ふくめ、will, shall, must, be going to なども使えるようにまで
挙げる。英語の時間は毎日 30分。3点セット。
第 4段階: 中 1～中 3。英語テキストは、pattern practice と、発信型の両
方。長文も入れる。朗読、リスニング、ディクテーションも。
テキストはドリルを並行させて、語彙数 2000語。英語時間は
毎日 40～45分。宿題も。豆テストも。中 3で英検 2級をほぼ
全員とるぐらいに。3点セット。
第 5段階: 高校。高 3で、TOEIC600点を目標に。3点セット。
第 6段階: 大学。専門性の高い英語を各学科で。英文学科については、教
授者により異なる。筆者の教授法については結語部で。
2. 具体的内容(第 1～第 3段階)
第 1段階(幼稚園)










































































































































1 “漢字まとめて復習トレーニング” (小学 3年生)教学研究社 p. 50
2 “キッズクラウン・はじめて書く英単語” (英単語カード &シートつき。小学
校全般向き)三省堂
3 “英語うたの絵じてん” (親子でうたう)三省堂
